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附属図書館利用者アンケート調査結果概要（その２）
　

　附属図書館は，図書館サービス向上の方策検討に資するため，平成18年12月に，教員（全員），大

学院生及び学部学生（無作為抽出）に対してアンケート調査を実施しました。

　前号（126号）では，電子ジャーナルの利用，HUSCAPの認知度，本館，北分館に関する評価等の概

要について報告いたしました。

　今回は，アンケートの意見欄に書かれた約千件の意見を，項目毎に類似意見は集約して整理しました。

　いただいた意見の中には，簡単に解決できない課題もありますが，附属図書館では，できることか

らいただいた意見の反映に努めていきたいと考えています。　

　意見については学部学生=学，大学院生=院，教員=教と表示しています。

◎各項目に対する意見数

  

Ⅰ．施設・設備等について

 1 ）開館日・開館時間について（学：26，院：32，教：16）

　　＜本館＞24時間オープンで（院= 1 ，教= 2 ）

　　　・ 4 階の閉まるのが早すぎると思います。（院= 2 ，教= 2 ）

　　　・開館日は，冬休みはもっと増やしてほしい。休日の時間ももう少し遅くまで開けててほしい。

　　　　（学= 2 ，院= 3 ）

　　　・時間が短いと思います。特に早くしまってしまうところがあるのはすこし不便です。

　　　　（学= 4 ，院= 4 ，教= 3 ）

　　　・書庫が閉まる時間が早い。（院= 3 ）

　　　・利用時間は24時間近くしてほしい。せめて朝早く，AM 6 :00からとか。（院= 1 ）

　　　・本館は開館時間が長いのでとても助かります。大変だと思いますが，これからもお世話にな

　　　　ります。よろしくお願いします。（学= 1 ）

　　＜北分館＞24時間利用できるように整えてほしいです。（院= 2 ）

　　　・ 4 階の利用時間は他の階と同じでもよいのではないか？（北分館）勉強の途中で移動するの

　　　　は集中力が途切れる。（学= 1 ）

　　　・長期休暇期間中や土日，祝の開館日，開館時間が長いと良い。（学= 4 ）

　　　・テスト期間だけで良いので開館時間が延びてると嬉しいです。 夜からが本番なので。

　　　　（学= 4 ，院= 4 ，教= 2 ）

　　　・書庫への入室時間をもう少し長くしていただけると助かります。（教= 1 ）

　　　・平日は 1 限前（ 8 :30～）にあけてほしい。（学= 4 ）

　　＜全体＞開館時間を24時間にできないか？諸外国の大学図書館は24時間利用できるところが多い。

　　　　（学= 3 ，院= 4 ，教= 5 ）

　　　・平日の開館が夜10時までは短いと思う。休日もせめて夜10時までやって欲しい。（院= 4 ）



　　　・開館時間を長くして欲しい。（学= 2 ，院= 2 ，教= 1 ）

　　　・入庫の時間に制限が設けられているが，その必要があるのかどうか，甚だ疑問。開架図書が

　　　　不十分なので，せめて書庫への入庫時間を延長していただきたい。書庫内にて言語文化部と

　　　　IMCの図書を分けて配置してあるが，利用者の立場としては，どちらの本でもかまわないの

　　　　で，まとめていただけると面倒が減るかと。（院= 1 ）

　　　・閲覧できる新聞が各紙一部ずつだと，他の人が読んでいて読めないことがたまにある。貸し

　　　　出し期間を守らない人が意外と多いのではないか。（北分館は平日夜10時までだったと思う

　　　　が）夜遅くまで開館しているのはありがたい。（院= 1 ）

　　　・土日の利用時間が延びたのはよかったです。すごく利用しやすくなりました。特に勉強で。

　　　　（学= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　開館時間についてはこれまでも改善を重ねてきました。現在は， 3 月と 8 月の休業期間を除き，

　　本館，北分館とも平日は午前 9 時から午後10時まで，休日は午前 9 時30分から午後 7 時まで開館

　　しています。書庫の利用時間については，19年 4 月から平日は午後 8 時まで 1 時間延長しました。

　　これからも費用対効果も考慮し，課題としていきたいと考えています。

 2 ）図書館は利用しやすい構造になっているか（学： 4 ，院：10，教： 8 ）

　　＜本館＞受付が 3 Fぐらいにあり，中に入ると，下に降りる必要があるときもあり，上がって，

　　　　降りてで，無駄な動きをさせられていると感じる。（学= 2 ，院= 3 ）

　　　・書庫の構造が複雑で目的の本を見つけ難い（院= 3 ，教= 6 ）

　　　・参考閲覧室にも中から行けると良い。（院= 2 ，教= 2 ）

　　＜北分館＞入口が 2 Fなのが使いにくい。（ 1 Fにカウンターがあるほうが便利）（学= 1 ，院= 2 ）

　　　・本が探しやすく勝手が良い。（学= 1 ）

 3 ）座席数について（学： 8 ，院： 4 ，教： 0 ）

　　＜本館＞座席数の数はもう少し増やしてほしい。（学= 4 ，院= 3 ）

　　＜北分館＞ 4 階の机を荷物を置いて長時間いなくなる人がいるので，その場合，荷物を受付で預

　　　　かるなどして，もっと多くの人が使えるようにしてほしい。（学= 3 ，院= 1 ）

　　＜全体＞テスト前の込む時期には座席を譲り合うよう声をかけてくれると助かります。（学= 1 ）

 4 ）閲覧机，椅子等の使い勝手（学：12，院： 8 ，教： 1 ）

　　＜本館＞椅子と机がもっと機能性のよい物だったら，より使い勝手がよくなると思います。人間

　　　　の体に優しい構造，機能がある椅子がほしいです。今のものは，長時間勉強していると腰が

　　　　痛くなります。（学= 2 ，院= 7 ，教= 1 ）

　　　・机や椅子がもう少し欲しい。（学= 2 ，院= 1 ）

　　＜北分館＞私はイスがもう少し高いほうが勉強しやすいです。高さ調節できるイスは良いのです

　　　　が，高さが変えられないイスは少し低い気がします。（学= 7 ）

　　　・鞄や本だけを放置している人が多すぎる。（学= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　本館は，昭和40年に竣工した建物でその後増築を行っていますが，現在の基準によると耐震強

　　度が不足しており，補強が必要であることが判明しています。安全のため改修を実現したいと考

　　えております。この改修に際しては，館内の配置，閲覧座席を増やすこと等について検討し，よ

　　り利用し易い図書館に生れ変ることを目指します。

　　　閲覧机については 4 人用から 1 人用への更新を，また， 4 人用の机には仕切りの設置を始めま

　　した。空いている机の上に，鞄やコートを置いている方がいますが，多くの方が気持ち良く利用

　　できるように協力してください。
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 5 ）グループ学習室について（学： 4 ，院： 1 ，教： 5 ）

　　＜本館＞グループで学習できるスペースが，本館にもっとあってもいい。利用可能人数（グルー

　　　　プ学習室の）を10人より増やしてほしい。（学= 2 ，院= 1 ，教= 2 ）

　　　・インターネットを利用できる個室，あるいはmeeting roomがあると良い。（教= 1 ）

　　　・ビデオやDVDは学生の娯楽のためだろうか。今の使われ方では，場所とお金が無駄だと思う。

　　　　あの環境を学生の自習室に使えたらいいと思うのだが。（教= 1 ）

　　＜北分館＞ある程度声を出しても大丈夫なような，本体とは区切られたスペースがほしい。

　　　　（学= 1 ，教= 1 ）

　　＜全体＞グループ学習室のイスの数を増やしてほしいです。（学= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　充実に向け検討していきたいと考えます。

 6 ）照明について（学： 7 ，院： 6 ，教： 1 ）

　　＜本館＞全体的に薄暗い。外の光をもっと入れるようにするか，照明をもっと明るくしてほしい。

　　　　（学= 5 ，院= 4 ，教= 1 ）

　　　・閲覧机の蛍光灯が切れていることが時々ある。こまめに見てほしい。（学= 1 ）

　　　・多少薄暗くはありますが集中するにはちょうど良いと思います。（院= 1 ）

　　＜北分館＞できれば，4階くらいは手元の照明をつけてほしい。（学= 1 ）

　　　・蛍光灯が切れかかってチラつく事があったのでそのようなときは早めに直してもらいたいで

　　　　す。（院= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　切れた蛍光管は速やかに取り替えるようにしています。取り替えの必要なものは遠慮無くカウ

　　ンターの職員に伝えてください。

 7 ）冬期間の館内の温度について（学： 9 ，院： 9 ，教： 1 ）

　　＜本館＞冬の図書館内の温度が高すぎる。（学= 2 ，院= 5 ，教= 1 ）

　　　・加湿換気の工夫が欲しいです。館内の温度とあわせてより快適になるよう願ってます。（院= 1 ）

　　　・受付から離れるほど暖房の効き目が悪く，席によって温度の偏りが大きい。（院= 1 ）

　　＜北分館＞冬は暑すぎると思う。（学= 5 ，院= 1 ）

　　　・新聞コーナーが寒い。新聞コーナーが特に寒い，冬。（院= 1 ）

　　＜全体＞温度はとても満足してます。（学= 1 ）

　　　・冬場暖房のせいで目が乾き目が痛い。（学= 1 ）

 8 ）夏期間の館内の温度について（学：26，院：14，教： 4 ）

　　＜本館＞室温が高すぎる場合が多いように思います。（学= 7 ，院= 3 ）

　　　・クーラーを完備して欲しい。（学= 2 ，院= 8 ，教= 2 ）

　　　・加湿換気の工夫が欲しいです。館内の温度とあわせてより快適になるよう願ってます。（院= 1 ）

　　＜北分館＞夏は暑いときがある。（学=10）

　　　・夏は暑いのでクーラーを入れてほしい。（学= 6 ，院= 2 ，教= 2 ）

　　＜全体＞温度はとても満足してます。（学= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　冬の館内の温度については，満足度として高い評価をうけましたが，一方，夏の館内の温度に

　　ついては，本館，北分館共に満足度の一番低い評価を受けました。夏冬ともに快適な環境を提供

　　できる空調設備の整備について，学内の理解を求めてゆきます。また，これまで以上に温度調節

　　に気を配ってゆきます。



 9 ）パソコンの配置状況について（学：19，院：12，教： 8 ）

　　＜本館＞本館のパソコン台数が少ない。（学= 7 ，院= 2 ，教= 2 ）

　　　・下の階のパソコン，椅子を持って使用したいです。（学= 3 ）

　　　・インターネットが出来るPCの設備について，個別ブースが欲しい。オーディオルームのような

　　　　環境が好ましい。現在あるカウンター横のスペースでは，通行者に丸見えである。（院= 2 ，教= 1 ）

　　　・北分館のようにOPACの横にオンライン（学術文献データベースなど）で使用できるパソコン

　　　　を置いて欲しい。いちいち場所を変えて検索するのが手間になるので。（学= 2 ）

　　＜北分館＞テスト前にはやはり利用者数は多くなる気がする。 PCは座れないときがある。

　　　　（学= 7 ，院= 1 ，教= 1 ）

　　　・書庫内にも検索用のパソコンを設置してほしいです。（院= 1 ）

　　　・他の国立大図書館で，インターネットが利用できるPCが自由に使える例があるので，ぜひそ

　　　　のようにしていただきたいです。（院= 1 ）

　　＜全体＞大学院生が自分のノートパソコンをつなげるのにややこしく，しかもお金が必要で使い

　　　　づらい。（院= 3 ，教= 3 ）

　　　・持参したノートPCを無線LANに接続できるようにして欲しい。（院= 2 ，教= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　北分館 2 階のマルチメディア公開室には，36台のパソコンがあり活発に利用されています。こ

　　れに比べると，本館のパソコンは全部で29台と少ないですが，利用状況は混んでいることのある

　　 3 階を除けば， 2 階と 4 階はそれほど混み合っていない時が多いです。無線LANについてはセキ

　　ュリティ上の問題がありますので，検討課題と受け止めさせていただきます。

10）複写機について（学： 9 ，院：13，教： 8 ）

　　＜本館＞コピー機がもっとあると助かります。いつも混雑しているので。（学= 3 ，院= 1 ，教= 3 ）

　　　・書庫内のコピー機を各階に設置するなど，書庫内の環境を整えて欲しい。（院= 3 ，教= 1 ）

　　　・カラーコピー機が欲しい。（学= 2 ）

　　　・コピー機のプリペイドカード式を見直してほしい（全学に対して）。 プリペイド式の物が

　　　　ほぼ全てを占めるにもかかわらず，カードの販売機の設置場所が限られているのは問題，使

　　　　いにくい。プリペイドカードであるにもかかわらず，地下鉄のウィズユーカードのように

　　　　1000円で1100円分，などというメリットは無く，カード自体紛失するデメリットのほうがは

　　　　るかに大きい。（学= 3 ，院= 1 ）

　　　・書庫内の院生に支給されている，カードでコピーができるコピー機を増やして欲しい。また，

　　　　書庫外にも同様のコピー機を置いて欲しい。（院= 3 ，教= 3 ）

　　　・「参考」（ 4 F）には複写機がなく，非常に不便。（教= 1 ）

　　　・マイクロフィルムのコピーを土日もできるようにすべき。（院= 1 ）

　　＜北分館＞コピーカードしか使えないコピー機より硬貨が使えるコピー機を充実させて欲しい。

　　　　（学= 1 ，院= 3 ）

　　　・書庫に，コピー機とOPAC用のPCを設置して欲しい。（院= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　校費複写機につきましては，現在の利用状況を勘案すると，現状の 2 台は妥当な台数だと考え

　　ていますが，今後の利用状況をみて検討したいと考えます。

　　　また，私費用の複写機につきましては，機種更新の際にコピーカードとコインを併用できる機

　　種への変更を検討します。
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11）図書館の音声環境について（学：10，院： 4 ，教： 4 ）

　　＜本館＞語学演習室でLLを利用せずに自習している人がいて迷惑な場合がある。（学= 1 ）

　　　・荷物置き場として学習机を使う人がいますが，予備校のように一定時間の見回りと荷物撤去

　　　　を要請したいです。（学= 1 ）

　　＜北分館＞ 4 階のグループ学習室で，大きな笑い声が結構もれてくるので，集中できないことが

　　　　ある。当然，本人の自覚が足りないのだろうがあまりにも頻繁にあるので，注意や呼びかけ

　　　　等をしてほしい。（学= 2 ）

　　　・防音がしっかりした個人用ブースが欲しい。（学= 1 ）

　　＜全体＞図書館内は大学の施設の中で最も静かなところでなければならないと私は考える。静寂

　　　　を乱すものに対する対処をもっと積極的に職員の方にして頂きたい。（学= 5 ，院= 2 ，教= 3 ）

　　　・利用者だけではなく職員の話し声が大きくて気になることが時々あります。（院= 2 ，教= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　静かな室内を保つため，見回り等で私語をしている利用者への注意を引き続き行います。

　　　北分館のグループ学習室については，声がもれないよう防音対策について検討します。

12）施設・設備についての多様な意見（学：14，院：22，教：12）

　　＜本館＞御手洗いをもう少しきれいにしてほしい。（学= 2 ，院= 1 ）

　　　・換気がよくない！学生ばかりでなく古い本のにおいも強いから，特に夏期は冷房とは贅沢は

　　　　言わないが，換気は十分にして欲しい。（学= 1 ，教= 2 ）

　　　・書庫の空調の音が大きい。（院= 1 ）

　　　・書庫の階段の天井を高くしてほしい。（高さが低すぎる。頭ぶつけてしまう）（院= 1 ，教= 1 ）

　　　・AV機器をもう少し新しいものに変えて欲しい。（学= 1 ）

　　　・CNNの音声が低過ぎる。（院= 1 ）

　　　・書庫が構造的にとても危ない気がしてなりません。一番深い所で何かあって誰か叫んでもカ

　　　　ウンターの人にきこえるのですか？（院= 1 ）

　　　・書庫が怖い。何かあったとしても何日も発見されないのでは，と思ってしまいます。（院= 1 ）

　　　・本館書庫には利用手続きがあるので，初めての人は入りづらいと思う。 開架閲覧スペース

　　　　をより大きくして書庫の本を少しでも多く置ければと思う。 4 階と北方資料館に対する需要

　　　　とスペースの広さが割りに合ってないと思う。実用性というよりPR（北大図書館の）のよ

　　　　うな気がする。 4 Fでそれ程利用されていない本があればここに 3 Fの開架閲覧を広げるこ

　　　　とも検討する余地はあると思う。（院= 1 ）

　　　・迷路のようになってしまっている本館はもう限界にきている。（教= 5 ）

　　　・ロッカーを中にも置いてほしい。大型のロッカーもあるとよい。（院= 1 ）

　　　・書庫内に明るいスペースがあると良い（カウンターで貸出処理せずに長時間明るい場所で作

　　　　業できるように）（教= 1 ）

　　　・長居したくなる図書館を目指してください。（学= 1 ）

　　　・本館の返却ポストは便利ですが，本が傷まないか心配です。（院= 1 ）

　　　・ 3 階開架閲覧室の飲料水（台）が汚く，飲む気が失せます。 （院= 1 ）

　　　・ロッカーの鍵についている青いプラスチックの板がポケットの内側を傷つけるので角を削っ

　　　　て丸くして欲しい。（教= 1 ）

　　＜北分館＞語学学習用の教材が個人ブースで使えるとよい。（学= 1 ）

　　　・機器によってはDVDメニューが全て見られない場合があり困ります。（院= 1 ）

　　　・本館のように水飲み場がほしい。（学= 1 ）

　　＜全体＞食事スペースをもっと充実させてほしい。机イスも少ないし，寒い。（院= 3 ）



　　　・本館 1 階のスペースは何に使うのでしょう，あまり有効に使われていない気がします。北分

　　　　館もそうですが，新聞を読んだり，集まって話せるようなスペースをもっと充実させたらよ

　　　　いと思います。机や椅子，テレビの配置をもう少し考えたら変わるんじゃないでしょうか？

　　　　（学= 2 ，院= 3 ）

　　　・カフェの様なスペースがあったらうれしい(例えばタリーズスタバなど）。（院= 1 ）

　　　・一般の人も気軽に利用できるよう，入り口のゲートを撤去することはできないでしょうか？

　　　　（学= 2 ）

　　　・入館時にIDカードをswipeするのではなく，IC方式のような形式にしてかざすだけで（ゲー

　　　　トで）入れるようになると便利だと思います。（東京のJRや地下鉄の改札のように）（院= 1 ）

　　　・入口ゲートの感度が悪く，なかなか開かないことがある。（院= 2 ）

　　　・自動貸出機の反応が悪いと思う。（学= 1 ，教= 1 ）

　　　・学部生が書庫に入れない理由がよくわからない。（学= 1 ）

　　　・購買を図書館に作ってほしい。（学= 1 ）

　　　・放置自転車の撤去に力を入れてほしい。（院= 1 ）

　　　・教員の身分証明書がないため，本館，分館に入館する際の手続きが大変複雑です。（先日，

　　　　入館証をもらいましたが）学生証に相当する身分証があってもよいのでは？（図書館に限ら

　　　　ず有効な）（教= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　施設・設備に関して個別項目に分類できない意見を紹介しました。本館の書庫について多くの

　　意見をいただきました。書庫を含めた本館の改修が実現するよう，全学の理解を求めて行き，快

　　適な環境を早く提供できるよう努めます。

Ⅱ．図書・雑誌・情報について

 1 ）開架閲覧室の図書の状況について（学： 8 ，院： 1 ，教： 1 ）

　　＜本館＞開架図書を増やして欲しい（学= 1 ，教= 1 ）

　　＜北分館＞小説など，特定分野の図書の充実を望む（学= 5 ，院= 1 ）

　　＜全体＞冊数が少ない（学= 2 ）

 2 ）書庫の図書の状況について（学： 0 ，院： 0 ，教： 0 ）

　　＜本館・北分館＞意見無し

 3 ）学習や研究に必要な図書について（学：10，院：10，教： 1 ）

　　＜本館＞読みたい本がない（学= 3 ，院=  2  ）

　　　・特定のジャンルの図書がない（学= 4 ）

　　　・教育学系の図書その他特定のジャンルの図書をより充実させて欲しい（院= 5 ，教= 1 ）

　　＜北分館＞専門書が貧弱（学= 1 ，院= 3 ）

　　　・近接の学部に見合った本，内容なのは仕方ないが，それ以外の学部向けの本も取り揃えてほ

　　　　しい。（学= 1 ）

　　　・多読教材は北大生の英語力に貢献しているので，評価の高い本をガンガンいれてほしい（学= 1 ）

 4 ）辞典等の図書の状況について（学： 0 ，院： 1 ，教： 0 ）

　　＜本館＞辞書が古い気がするので，新しいものも入れて欲しい。（院= 1 ）

 5 ）新刊図書の状況について（学： 6 ，院： 9 ，教： 2 ）

　　＜本館＞新しい図書が不足と思います。（学= 2 ，院= 2 ，教= 1 ）

　　　・新刊をもう少し充実させてほしい。（学= 2 ，院= 5 ，教= 1 ）

　　　・新版への切り替えをもっとして欲しい。（院= 1 ）

　　＜北分館＞新しい図書が少ない印象がある。（学= 1 ，院= 1 ）
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　　　・話題になっている本もそろえてほしい。（学= 1 ）

 6 ）ビデオ，DVDについて（学： 6 ，院： 4 ，教： 1 ）

　　＜本館＞本館にもビデオブースがほしいです（学= 2 ）

　　＜北分館＞良いと思います。今後も施設を充実させてください。（院= 4 ）

　　　・DVDをもっと増やしてほしいです。（学= 4 ）

　　　・場所とお金が無駄（教= 1 ）

 7 ）選書に関する利用者の希望について（学： 3 ，院： 3 ，教： 0 ）

　　＜本館＞雑誌，図書が偏っている（学= 3 ）

　　　・学生希望図書の充実（院= 2 ）

　　＜北分館＞北分館と本館どちらでも同じ雑誌が雑誌コーナーにそろっているとありがたい。（院= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　学生用図書の充実を図っていきたいと考えています。学習に必要な図書が無い場合には，学外

　　の図書館から借りたり，購入をリクエストすることができます。遠慮無く，閲覧室に備え付けの

　　用紙かホームページの図書リクエストより申し込んでください。また，新版への切り替えも行っ

　　ておりますが，気の付かれた場合には，同様にリクエストしてください。

 8 ）雑誌や電子ジャーナルについて（学： 1 ，院：14，教： 2 ）

　　＜全体＞必要としているジャーナルが無い（院= 4 ，教= 2 ）

　　　・北大の電子ジャーナルは質量ともにすばらしいです。（学= 1 ，院= 3 ）

　　　・電子ジャーナルのタイトル，雑誌の数を増やして欲しい。より充実を。（院= 7 ）

 9 ）文献データベースについて（学： 0 ，院： 1 ，教： 3 ）

　　＜全体＞user数の増加（院= 1 ，教= 1 ）

　　　・必要な学術文献データベースがない（教= 1 ）

　　　・学外からの（例，自宅）access（教= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　電子ジャーナルや文献データベース等ネットワーク上で提供される学術情報について，全学の

　　構成員が等しく利用できるように，利用状況，部局の希望等を考慮して，整備しています。また，

　　学外からのアクセスについては，IPアドレスの認証による制約を受けております。

10）図書・雑誌の探索について（学： 1 ，院： 1 ，教：1 ）

　　＜本館＞情報は豊富だけれど，その分探すのが大変。（学= 1 ）

　　　・本館の閉架書庫内の各学部帰属の図書の配置がわかりずらい。（教= 1 ）

　　＜北分館＞おすすめ図書コーナー（文庫新書）をつくってもらえると楽。（院= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　今後も利用しやすい，分かりやすい図書館になるよう努力します。

11）図書・雑誌の配置について（学： 8 ，院： 3 ，教： 1 ）

　　＜本館＞書庫の本の並びが分かりにくいことがある。（学= 5 ，院= 3 ，教= 1 ）

　　　・図書の並びもわかりやすいように思います。（学= 1 ）

　　　・NDCの方がmajorな配架かと思うのですが，デューイの分類を選択しているのはなぜですか？

　　　　（学= 1 ）

　　＜北分館＞文庫本のコーナーが分かりにくい。（学= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　書庫の図書は，開架図書と同じようにデューイの分類表（DDC）の順番に並べています。雑誌



　　は，雑誌名のアルファベット順に並べています。図書については分類表を書架に表示するなどし

　　てわかりやすいようにしています。雑誌についても，書架にその書架に並んでいる最初と最後の

　　雑誌名を表示するなど工夫をしています。また，書庫 1 層の判例集や議事録は，各国別に図書を

　　並べ国旗を書架に表示して，一目でどの国のものかがわかるように工夫しています。これからも

　　わかりやすい案内をすべく努力します。お気づきの点や良いアイデア等がありましたらぜひお知

　　らせください。

　　　なお，分類については，国内では戦後になってからNDC（日本十進分類表）が広く普及してい

　　ますが，世界的にみると最も多く使われているのはDDCです。長い歴史を持つ北大図書館では，

　　NDCが考案される以前の1900年（明治33年）からDDCを採用しています。DDCが世界標準の分類表

　　として特に洋書の分類に適していることや，もう既に360万冊の図書がDDCで分類されている現在，

　　これから分類表を切り替えるとした場合に生じる様々な問題点を勘案して，今後もDDCを使用す

　　ることとしています。

12）OPACについて（学：16，院：7，教： 5 ）

　　＜全体＞

　　　・欲しい本の検索システムがよくわからないなど。（学=13，院= 7 ，教= 4 ）

　　　・蔵書検索は使い勝手がよいと思います。（学= 3 ，教= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　22頁に「OPACを使って効率よく本を探す」を掲載しました。お読みください。

13）ILLについて（学： 0 ，院： 5 ，教： 6 ）

　　＜本館＞学外からの文献複写サービスでは，自分が見つけられなかった情報を入手いただくこと

　　　　があり図書館職員の専門能力の高さを感じる。（教= 2 ）

　　　・部局図書館との連携（文献コピーなど）をもう少しよくして欲しい。函館からだと時間がか

　　　　かる場合がある。（教= 1 ）

　　　・相互利用でマイクロ資料が対象外のようだが，今後含めていくようにならないか。教員を入

　　　　れて検討の必要があるのでは。（教= 1 ）

　　＜北分館＞職員の対応が満足しています。学外文献複写も正確です。但し，注文から複写コピー

　　　　が届くまで多少時間がかかるようです。（教= 1 ）

　　＜全体＞文献を取り寄せてもらえるのがとても助かっています。（院= 3 ）

　　　・文献を学外から取り寄せる手段として，pdfファイルにしてEメールで送付してもらえるよう

　　　　にはできないでしょうか？郵便ではあまりに前近代的で不便です。（教= 1 ）

　　　・所蔵されていない文献が手に入るかすぐに知りたい。（他施設とつながっている検索システ

　　　　ムがほしい。）そしてなるべく早く取り寄せたい。（院= 1 ）

　　　・雑誌は，学外から貸借制度を通じて借りることが出来ないので現地に入りコピーをとるしか

　　　　ない。しかし費用がかかるため，学生ですので莫大な時間がかかり何度も行くことができま

　　　　せん。他大学がよくとっている方法として，資料を著作者元機関に頼んで「寄贈」という形

　　　　で送ってもらう方法があります。私個人としては金融財政の統計が本学にはあまりに不足し

　　　　ているという点を正直に申し上げたいと思います。例えば"Treasury Bulletin(U.S.Department 

　　　　of Treasury）やEconomic Reviewなど。（院= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　マイクロ資料は，貴重で取り扱いに注意が必要な資料であるため，輸送中のトラブル等を勘案

　　して，ほとんどの大学では相互貸借の対象とはしていません。また，雑誌についても，各号には

　　多くの記事や論文が収録されていて，特に新しい号は多くの人が集中して利用するものであるの
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　　で， 1 冊単位での相互貸借は行われていません。

　　　但し，マイクロ資料にしても雑誌にしても，それらに収録されている一部分や論文・記事単位

　　では，複写依頼をすることができますのでご利用ください。

　　　なお，複写依頼をした文献の大学図書館間の送付については，ファクシミリ，インターネット

　　経由で行うことが，著作権を管理している団体より認められていますが申込者に電子的なまま提

　　供することについては認められておりません。

14）図書・雑誌，情報についての多様な意見を紹介します。（学： 3 ，院：11，教：27）

　　＜本館＞本館になくて北部にある，北部になくて本館にはある，というような状況は避けてもら

　　　　えると嬉しいです。（学= 1 ）

　　　・法学部なので法学関係の書籍の利用が主ですが，本や辞典などへの書き込みが目に付きます。

　　　　最高裁判例集など高価で資料価値の高いものも多いので，注意すべきだと思います。（学= 1 ）

　　　・冊子体を本館に集めて欲しい。（教= 2 ）

　　　・古文書等以外の蔵書のみでそれ以外は必要ないと思う。電子ジャーナルがあれば冊子体を集

　　　　める図書館はいらない。（院= 1 ，教= 3 ）

　　　・北大はわりと充実していると思います。（教= 1 ）

　　　・学外から取り寄せた文献の，学内便による配達サービスを希望します。有料（研究費による

　　　　対）も可（教 = 1 ）

　　　・学内に入手したい文献がある場合，それが教員の個人所有だと非常に借用しにくい。その場

　　　　合は，外部の取り寄せを可として欲しい。（教= 1 ）

　　　・全開架式に移行して欲しい。（教= 1 ）

　　　・図書を使いやすくしてください。（教= 1 ）

　　　・古い図書も電子化！！（教= 1 ）

　　　・新刊書がどのような基準で選定登録され，それがいつ配架されるのかがわからないので困る。

　　　　（教= 1 ）

　　　・映像資料については，北分館が担当するということであれば，あえて本館でコレクションす

　　　　る必要はない。（教= 1 ）

　　　・劣化の進んだ，あるいは破損した資料の状況を把握し，手当を行う必要があるが，その体制

　　　　がないのではないか。（教= 1 ）

　　　・北大図書館は蔵書も設備も十分ではない（教= 1 ）

　　　・レポートに必要な図書が早い者勝ちになって困る。そのような図書は，あらかじめ貸し出し

　　　　禁止にすべき。（院= 1 ）

　　　・所在不明の図書が多い気がする。（院= 1 ）

　　　・新刊図書の設備が遅い。（院= 1 ）

　　＜北分館＞低俗な週刊誌（週刊文春，新潮，朝日）をおかないでほしい。（学= 1 ）

　　　・図書館へ対する期待としては，やはり必要な情報と必要な時に引き出せるような情報量の多

　　　　さである。かなり良いレベルだと思うが，より発展してもらえるとより利用者，特に研究を

　　　　する者にとって有用である。（院= 1 ，教= 2 ）

　　　・以前借りた人による図書への書き込みが目立つので，防止を徹底してほしいです。（院= 1 ）

　　　・一般向けの図書（たとえば船橋洋一「ペニンシュラ・クエスチョン」）が本館では配架され

　　　　ているのに分館ではない。というのは（利用者の希望の有無かもしれませんが）アンバラン

　　　　スだと思います。（教 = 1 ）

　　　・利用者のほとんどない雑誌を取り続けている感もあります。教育用DVDの積極的な導入を期

　　　　待します。（教= 1 ）



　　＜全体＞部局図書室(研究室）に所蔵されているものが多く，基本的に使い難い。（院= 1 ，教= 1 ）

　　　・書庫が各学部に分散していて利用しづらいので， 1 つにまとめて欲しい。（院= 2 ，教= 1 ）

　　　・閲覧できる新聞が各紙一部ずつだと，他の人が読んでいて読めないことがたまにある。貸し

　　　　出し期間を守らない人が意外と多いのではないか。 (北分館は平日夜10時までだったと思う

　　　　が）夜遅くまで開館しているのはありがたい。（院= 1 ）

　　　・学外への文献複写依頼を多くしているが，迅速，丁寧な対応で助かっています。本館の書庫

　　　　より部局の書庫を充実させて欲しい。本館にあるよりも農学部に移動させた方が良い雑誌が

　　　　たまにある。ある雑誌の～年までは本館にあるのだが，○年のものは農学部にあるといった

　　　　具合。（院= 1 ）

　　　・雑誌（電子ジャーナルを含めて）の購入について，定期的に見直し更新を図ってもいいと思

　　　　います。（教= 2 ）

　　　・電子ジャーナル，リニューアルして私には使いにくくなった。（教= 1 ）

　　　・電子ジャーナル，冊子の中止だけは，注意して意思決定してください。（教= 1 ）

　　　・情報関係の一部の本（マニュアルや使用説明書の類）は 5 年もたたないうちに全く役に立た

　　　　ないものになってしまう。こうしたものまで，備品として長期間保存することは不適当だと

　　　　思う。ある程度の期間が過ぎたら廃棄することも考えるべきではないか。（教= 1 ）

　　　・一般的に大学図書館として充実していると思われます。しかし，専門分野から見ますと，や

　　　　はり充足していません。そのため，学外文献複写に頼らざるを得ません。従って，学外や国

　　　　外の文献複写サービスがもっと迅速に行われればと思います。（教= 1 ）

Ⅲ．職員・サービスについて

 1 ）貸出期間・冊数について（学：23，院：12，教：12）

　　＜本館＞気がついたら 2 週間たっていた，ということがよくあります。もうちょっと長期間借り

　　　　られればと思います。（学= 1 ，院= 2 ，教= 1 ）

　　　・貸出冊数を増やしてほしい。 5 冊⇒10冊などに。（学= 2 ，院= 3 ）

　　　・本を借りた当日にも貸出期間の延長ができるようになれば便利だと思う。（学= 1 ）

　　　・夏期，春季などの長期休暇中は，貸出期間がもう少し長いと利用しやすい。（学= 1 ）

　　　・貸出期間について，14日というのは妥当かもしれないが，せめて延長希望をWeb上の手続き

　　　　でできるようにして欲しい。わざわざもう一度持って行って手続きしないといけないのは面

　　　　倒。（院= 1 ）

　　　・辞書も貸し出してほしい。 資格試験用の本があると便利。（学= 1 ）

　　　・雑誌のバックナンバーの貸出を検討していただきたいと思う。（学= 1 ）

　　　・ 2 週間という貸出期間を短いと感じることは多々あるが，他の利用者との兼ね合いを考えれ

　　　　ば適切な長さなのだろう。（学 = 1 ）

　　　・延長貸出しが 2 回になったが，なぜか。もう少し多くして欲しい。開架の貸出冊数を多くし

　　　　てほしい。 貸出状況は返却期限順など見やすくして欲しい。（院= 1 ）

　　＜北分館＞貸出期間が短い。学部生も 3 週間× 2 ぐらいで借りることができたら嬉しい。

　　　　（学= 4 ，院= 1 ，教= 1 ）

　　　・テスト前等は 5 冊では足りない時があるので，10冊にはできませんか？（学= 2 ，教= 2 ）

　　　・貸出し期間の延長を＋ 2 週間程度であれば貸し出し時に申請したいです。（院= 1 ）

　　　・長期休業中に地元に帰るとき，貸出が 2 週間では足りないことがあるので，特別に延長でき

　　　　るようにしていただけるとありがたいです。（学= 1 ）

　　　・ウェブで貸出延長が自分でできると便利です。（イギリスの大学でそのようなシステムがあ

　　　　りましたので）貸出期間を 3 － 4 週間程度に延ばせないでしょうか？（特に休みをはさむ期
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　　　　間）貸出冊数も少し増やせると良いと思います。（院生の研究用など）（教= 1 ）

　　　・分館で借りた本を本館で返すことが出来ると嬉しいです。（学= 1 ）

　　　・貸し出す本の厚さや量に応じて，貸出し期間を長めに設定できると便利。（院= 1 ）

　　＜全体＞貸出期間はもう少し長く，一度に借りられる冊数も，もう少し多くしてほしい。

　　　　（学= 2 ，教= 5 ）

　　　・貸出期間延長手続きがネットでできるようになると便利だと思う。何冊も同じ本がありのそ

　　　　の全てが貸し出し中のとき，どれか一冊を選んで予約をしますが，同じ本なのに予約をして

　　　　ない本が返却されてもそれが予約者に優先的に回らないで，予約をしたそのもの一冊が返却

　　　　されたときだけしか優先されないのはおかしいと思います。返却日がはやい本を選んで予約

　　　　しても，その本が一番はやく返却されるとは限らないし，管理上は一冊一冊別物であっても

　　　　予約する側にとってはそれは関係なく，同じ本の中ではやく返却されたものから予約者に貸

　　　　して欲しいと思います。（学= 1 ，教= 1 ）

　　　・私の地元の市立図書館は施設がとても充実しており，市内に10こほどの図書館がありました

　　　　が，借りた場所とは違う図書館で返すことも可能でした。分館と本館もその様になれば便利

　　　　ですが，さすがに大変だと思います。せめて，延長手続きだけは，借りた場所とは違う図書

　　　　館でできるようになりませんか。分館で借りた本の延長手続きを本館でできる，もしくはそ

　　　　の逆が可能なら便利です。（学= 1 ）

　　　・本の貸出の際にレシートを受け取るが，このレシートは紛失しやすく延長にした場合紛らわ

　　　　しい。図書館内か，ホームページ上に貸出期間や書名などをチェックできるサービスがある

　　　　と良い。また，延長日数に合わせて貸出禁止期間を設定するなどのペナルティがあれば，長

　　　　期の延滞は減るのではないか。（学= 1 ）

　　　・貸出も一般の人も対象とするよう改善していただきたいと考えています。卒業後も利用でき

　　　　るような図書館であっていただきたいと思います。（学= 1 ）

　　　・入学したばかりの頃，貸出の手続きがよくわかりませんでした。もう少しわかりやすく（目

　　　　立つように）してもらえると新入生としては助かると思います。（学= 1 ）

　　　・調査に使いたい本が 1 冊しかなく，しかも長期貸し出しされていることがあります。 1 冊し

　　　　かない学術書は貸し出さないか，貸し出しをしても 3 日以内にすべきです。（院= 1 ）

　　　・本の種類によって期限を変えてはどうか。学術系は短く文庫など自己啓発系は長く。または

　　　　期間の要望をきくとか。（院= 1 ）

　　　・重複図書については，教員研究室に長期貸出をしてほしい。例えば 3 年とか。（教= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　貸出に関して多くの意見を頂きました。貸出期間，貸出冊数は，学習に必要な時間を考慮する

　　と共に，できるだけ多くの方に利用していただけるよう設定しています。休業期間中の長期貸出

　　については，部局等により休業期間が異なるため実施しておりません。延長手続きにより貸出延

　　長をお願いいたします。なお，本館と分館の本はどちらにも返却できます。本館，北分館ともに

　　一般市民の方への貸出も行っています。もちろん，卒業生も利用できますので，在学時，卒業後

　　ともにおおいに図書館を活用してください。

 2 ）館内の掲示や案内について（学： 7 ，院： 4 ，教： 1 ）

　　＜本館＞北分館は，何回か行けばすぐに慣れたのですが，本館は何度行っても慣れません。初め

　　　　ての人のための案内をもっと充実させていただければうれしいです。（学= 2 ，院= 4 ，教= 1 ）

　　＜北分館＞文庫本のコーナーが分かりにくい。（学= 2 ）

　　＜全体＞入学したばかりの頃，貸出の手続きがよくわかりませんでした。もう少しわかりやすく

　　　　（目立つように）してもらえると新入生としては助かると思います。（学= 3 ）



　　【図書館からの回答】

　　　本館は案内が不親切という意見が多く，改善を図りたいと考えます。北分館については，利用

　　の多い文庫本コーナーを分かりやすく案内するようにします。

 3 ）ホームページの案内などについて（学： 0 ，院： 2 ，教： 0 ）

　　＜本館＞各部局図書室への案内図をホームページでもっとわかりやすくしてほしい。（農学部や

　　　　理学部で迷ってしまったことがある。）（院= 1 ）

　　＜全体＞HPはホームをもっと簡略にしたらより使いやすくなると思う。（院= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　ホームページは分かりやすくするために19年 4 月に改定しました。今回いただいた意見につい

　　ても検討し改善します。

 4 ）ネットワーク経由のサービスについて（学： 0 ，院： 1 ，教： 2 ）

　　＜北分館＞借りたい図書などが貸し出し中の場合，いつまで貸し出し中なのか教えて欲しいです。

　　　　（院= 1 ）

　　＜全体＞他学部の教員の研究室にある図書で，自分の学部の図書室に依頼して取り寄せるシステ

　　　　ムを築いてほしい。他学部の教員が貸してくれない本（応答の無い場合も多い）は他大学か

　　　　ら取り寄せることも出来ず困っている。（教= 1 ）

　　　・研究に必要な文献をコピーしに行く必要があれば，それだけでかなりの時間がつぶれる。電

　　　　子ジャーナルが充実していれば，足を運ぶ必要がないので効率が良い。そういう意味でハー

　　　　ドよりソフトを充実させてもらえると助かります。（教= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　貸出中の図書の期限は，蔵書検索画面で分かりますのでご覧ください。学内の文献複写及び研

　　究室にある図書の利用については検討していきたいと考えます。

 5 ）職員の対応について（学： 3 ，院： 2 ，教： 3 ）

　　＜本館＞適切に対応していると思う。（学=1，院=1，教=1）

　　　・以前，本の購入を依頼した際に，届くまで数ヶ月かかったのでもっと迅速にお願いします。

　　　　（教= 1 ）

　　　・私語のひどい学生がいます。勉強している学生にとって集中力のさまたげになります。もっ

　　　　と注意してほしいです。（院= 1 ）

　　＜北分館＞職員の対応が満足しています。学外文献複写も正確です。但し，注文から複写コピー

　　　　が届くまで多少時間がかかるようです。（教= 1 ）

　　　・とろい。ささっと手続きして欲しい。いちいち説明はいらない。（学= 1 ）

　　　・利用者がうるさくしているときに注意をしてくださる職員の方がいらっしゃってありがたい

　　　　のですが。（学= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　利用できるまでの時間の短縮に努力します。

 6 ）職員の頼りがいについて（学： 0 ，院： 2 ，教： 3 ）

　　＜本館＞検索システムよりも重要なのは，図書館の職員さんの能力で検索システムにのっていな

　　　　い情報にも精通されていて，頭が下がります。北海道大学の財産だと思います。（院= 2 ，教= 2 ）

　　＜全体＞情報を扱うものとしての知識，能力を常に磨いて欲しい。現状に即したサービスをして

　　　　欲しい。（利用者が望んでいること）（教= 1 ）
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　　【図書館からの回答】

　　　ご意見にあるように利用者が求めているサービスを提供できるよう常に知識・能力の向上を心

　　がけます。

 7 ）職員の手助けについて（学： 0 ，院： 1 ，教： 0 ）

　　＜本館＞職員の方で，こちらが困っている時にいらいらする方がいます。コピー機がこわれた時

　　　　「ぼくに聞くな」と言っていた人がいます。対応がなっていないのではありませんか？（院= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　職員全員に注意し，お互いそういう態度をみたら注意する体制をとりたいと考えます。

 8 ）職員の対応の親切度について（学：27，院：25，教：23）

　　＜本館＞職員の方は，大変優しくてお世話になりました。（学=7，院=13，教=18）

　　　・図書館の職員が無愛想であり，言葉遣いが悪く気分を害することがある。（学= 7 ，院= 2 ，教= 3 ）

　　＜北分館＞丁寧であると思う。（学= 5 ，院= 3 ）

　　　・本館に比べ，北分館の職員は態度がよくないように思う。カウンター内での雑談であったり，

　　　　振る舞いなど。（学= 6 ，院= 6 ）

　　＜全体＞大変，有能で親切である。（教= 2 ）

　　　・いろいろと，融通がきかない場合がある。忙しくイライラされている時もあると思いますが，

　　　　職員の方にはフランクにやさしく接してもらいたいものです。（学= 2 ，院= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　親切に対応することを常に心にとめ今後も利用者に喜んでもらえる対応をとりたいと考えます。

　　お叱りのご意見につきましては，職員全員に周知しました。

 9 ）利用者の意見について（学： 1 ，院： 0 ，教： 1 ）

　　＜本館＞利用者の希望が反映されているとは思えません。（学= 1 ）

　　＜全体＞（教員の立場から）教員の意見も大切だと思いますが，メインユーザーである学生の要

　　　　望がよく反映されるような体制をのぞみます。（教= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　ご意見・ご要望は，図書館ホームページの「図書館へのご意見・ご要望」や館内に設置されて

　　いる投書箱等を通じて受けております。ご意見等ありましたら，これらによりお寄せください。

10）講習会等について（学： 0 ，院： 0 ，教： 8 ）

　　＜本館＞様々な研修会が組まれており，何度か利用させていただきました。非常にわかりやすく，

　　　　電子ジャーナルや検索方法が学べました。もう少し学生，院生も参加できるよう教員側の工

　　　　夫も必要かと思っています。（教= 1 ）

　　　・ 4 月の初めての人向けガイダンスは良かった。参加者が少なかったので，もっと告知をすべ

　　　　きかも知れない。（教= 1 ）

　　　・研修会の対応はとても親切，丁寧でした。時間があれば，また参加したいと思っています。

　　　　（特に外国語文献の電子ジャーナルの使い方について）（教= 1 ）

　　　・新任教官へのガイダンスをやってほしい。初めて行った時は何もわからなくてとても不便だ

　　　　った（カードの作成等）（教= 1 ）

　　　・学部学生（社会人を含む），大学院生で必ずしも効果的な利用方法を理解しているとは言い

　　　　難い学生が増えている。臨機応変で，学生に対するガイダンスや指導をよろしくお願いしま

　　　　す。（教= 1 ）



　　＜全体＞「情報検索入門」では毎年お世話になっております。（教= 1 ）

　　　・NACSIS，雑索，Web of Scienceなどの講習会を毎日， 3 :00～ 4 :30開催して欲しい。一対一

　　　　の個人指導でもよい。（教= 1 ）

　　　・教員として図書の充実に貢献できればと思うのですが，どんな方法があるのかわかりません。

　　　　時々一般教員向けのセミナーがあったりして，それが面白そうで，そこに人が集まるとそこ

　　　　でいろいろな情報をお知らせできていいかなあなんて思います。すでにあるかもしれません

　　　　が。（教= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　更に充実について検討していきたいと考えます。

11）利用説明会等について（学： 0 ，院： 0 ，教： 1 ）

　　＜本館＞講習会は，ほとんどの場合日時が合わず参加できない。HPへの記載等の充実を希望しま

　　　　す。（教= 1 ）

　　【図書館からの回答】

　　　分かり易い広報について更に努力します。

12）職員・サービスについての多様な意見を紹介します。（学：3，院：15，教：26）

　　＜本館＞詳しい人もいれば，詳しくない職員もいて，誰に聞けばいいかわかりづらい。

　　　　（院= 4 ，教= 1 ）

　　　・本に詳しくあってほしい。（院= 1 ）

　　＜北分館＞一部職員の中には，図書館の仕事に従事するのに十分な資質，感性に欠ける人もいる。

　　　　特に言動に注意して欲しい。（学= 2 ，教= 2 ）

　　＜全体＞卒業生や市民にとっても知の拠点となるような，開放の仕方を考えても良いと思います。

　　　　（学= 1 ，院= 2 ）

　　　・学外の利用者を入館させるのは，場合によっては必要だとは思うが，最近，学外の利用者が

　　　　増えると共に館内の治安も悪化しているように思える。（院= 1 ）

　　　・放置自転車の撤去に力を入れてほしい。（院= 1 ）

　　　・携帯の充電器を置け（院= 1 ）

　　　・食事のできるスペースをもう少し増やして欲しい。（両館とも）（院= 1 ）

　　　・いつも親切に対応していただくばかりか，困難な検索もしていただき，とても感謝していま

　　　　す。（教= 6 ）

　　　・情報を扱うものとしての知識，能力を常に磨いて欲しい。現状に即したサービスをして欲し

　　　　い。（利用者が望んでいること）（教= 1 ）

　　　・本館に在庫されている図書を依頼により各学部まで配達して欲しい。また，本館の図書の返

　　　　却も，学部の図書から返却してもらいたい。（院= 4 ，教=16）
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低 ← → 高
わから
ない

低 ← → 高

1 開館日・開館時間が適切で，利用しやすい。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

2 図書館は利用しやすい構造（動線）になっている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

3 座席数は十分である。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

4 閲覧机、椅子等の使い勝手がよい。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

5 グループで学習・研究できるスペースが十分ある。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

6 照明は十分な明るさである。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

7 冬期間の館内の温度は快適に保たれている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

8 夏期間の館内の温度は快適に保たれている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

9 必要な機能を備えたパソコンが十分に用意されている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

10 複写機が十分に適切に配置されている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

11 図書館では，静かに学習・研究ができる。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

低 ← → 高
わから
ない

低 ← → 高

1 開架閲覧室には十分な質と量の図書が備えられている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

2 書庫には十分な質と量の図書が備えられている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

3 学習や研究に必要な図書が十分備えられている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

4
調べ物をするための図書（辞典・事典類・文献目録等）が十
分備えられている。

1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

5 新刊図書が充実している。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

6 ビデオ、DVDが十分備えられている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

7
図書・雑誌の収集については、利用者の希望が十分に反映さ
れている。

1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

8 必要な雑誌や電子ジャーナルを利用できる。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

9 文献データベースが充実しており、アクセスは快適である。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

10 必要な図書・雑誌を自分で見つけられる。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

11 図書・雑誌の配置や並びが分かりやすい。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

12
図書館の蔵書検索（OPAC)は使いやすく、必要な情報を得る
ことができる。

1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

13
所蔵していない文献を学外から迅速に取り寄せることができ
る。

1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

低 ← → 高
わから
ない

低 ← → 高

1 貸出期間・冊数が十分である。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

2 館内の掲示による案内は分かりやすい。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

3
図書館のホームページによる案内は分かりやすく、必要な情
報を得ることが出来る。

1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

4
図書館への質問・要望や、文献の検索・入手・利用に関して
ネットワークを通じて必要なサービスが受けられる。

1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

5 職員の対応が迅速である。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

6 職員は課題解決の際頼りになる。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

7 職員はすすんで手助けしてくれる。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

8 職員の対応は親切・丁寧である。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

9 利用者の意見を反映する制度が整っている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

10 学習・教育・研究を支援する講習会等が用意されている。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

11 必要な時に利用説明会やガイダンスが受けられる。 1 2 3 4 5 6 7 N 1 2 3 4 5 6 7

問．どちらの図書館の評価を行いますか   　　　　　１．附属図書館本館　　　２．北分館

２．図書・雑誌、情報について

図書館の実態に対する評価

３．職員・サービスについて

図書館の施設・設備についてのご意見を自由にお書きください。

図書館の図書・雑誌、情報についてのご意見を自由にお書きください。

図書館に期待する度合

図書館に期待する度合

図書館の実態に対する評価

１．施設・設備について

図書館(本館・北分館)についてお気付きの点があれば以下にご自由にお書きください。

図書館の実態に対する評価 図書館に期待する度合

図書館の職員・サービスについてのご意見を自由にお書きください。

北海道大学附属図書館利用者アンケート（本館，北分館に関する評価等部分）
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OPACを使って効率よく本を探す。

●キーワードはタイトルや著者から

　北大蔵書検索システムで使えるキーワードは

図書・雑誌のタイトルや著者、出版社などから

割り当てています。本文の全文検索はできません。

「蔵書検索システム」は、図書や雑誌が「どこ

にあるか」を調べるためのもので、その内容を

知ることはできません。

　検索に使うキーワードはできるだけ特徴のあ

る言葉を選択し、細かく区切ること。タイトル

の一部からキーワードを選び出すときは、とく

に注意します。

　例えば「北大情報検索入門」という図書を検

索したい場合、キーワードに「情報検索」と入

力するよりも「情報」と「検索」の二つに分け

掛け合せる（AND検索）ことをお勧めします。で

きればそれぞれに「＊」を付けるとなお○。そ

の「＊」とは…

●前方一致を賢く使う

　＊（アスタリスク）を使って「前方一致検索」

ができます。語尾がはっきりしないときや長い

スペルの入力ミスを防いだり雑誌の省略形など

しか分からない場合にも応用できます。

　例―Phys. Rev. Let. = Phys＊ Rev＊ Let＊

　（正式名称：Physical Review Letters）

効率よく検索するために賢く使ってください。

●図書の目印は「請求記号」

　書店の在庫検索では、本は売れるとなくなっ

てしまうため棚を目印にしていますが、図書館

の本は「売れてなくなる」ことがないので本そ

のものに目印を付けています。

　これを「請求記号」といい、ラベルにして図

書の背に貼っています。図書館の本はこの「請

求記号」の順で書架に並べられています。

☆雑誌には「請求記号」がありませんので、タ

　イトルのアルファベット順に並べています。

●「請求記号」は「分類番号」と「著者記号」

　の組み合わせ

　「分類番号」は主題（テーマ）で割り振られ

ており、順番に並べると同じ分野の図書が集ま

るようになっています。「著者記号」は著者の

姓のアルファベットから採用され、同じ分類番

号のものが複数あった場合、次の段階として著

者記号の順に並びます。

　例―895.63/YOSの場合、

　　　895.63＝日本文学の小説

　　　YOS＝著者である“吉本隆明”から

　検索の結果、所在情報を見るときは「どの図

書館（室）にあるか」だけではなく「請求記号」

も忘れずにチェックしてください。

●「詳細検索」もやってみる

　蔵書検索の最初の画面は、まず簡単に検索し

てみる「簡易検索（基本検索）」ですが、条件

を細かく設定して検索することもできます。

「条件を詳細に指定する」をクリックしてみて

ください。

　例えば、夏目漱石が書いた本ではなく「夏目

漱石を研究した本」を検索したいときは、キー

ワードを「夏目＊」「漱石＊」などとし「書名

に右の語を含む」と指定して検索します。これ

で「坊っちゃん」などの小説を省くことができ

ます。

　このほか、分野や出版国、言語なども限定で

きますので必要に応じて使い分けてください。

●あきらめないこと

　一度の検索で見つからなかった場合でもすぐ

にあきらめないこと。例えば「高齢者」という

言葉は「老人」「お年寄り」などと言い換える

ことができます。一つのアイデアに縛られず、

いろんな視点・発想からアプローチしてみてく

ださい。

楡　　蔭（北大図書館報）



Samuel Johnson, A Dictionary of the English Languageの寄贈
　

　

　Samuel Johnson, A Dictionary of the English Languageのファクシミリ版（The Folio Society

発行）が，本学名誉教授Willie Jones氏より寄贈されました。氏は15年半に渡り本学で教鞭を取って

こられましたが，ご自分の蔵書をより有意義に利用されることを希望され，今回のご寄贈となりました。

　18世紀中葉は「ジョンソン博士の時代」と呼ばれるように，Samuel Johnson (1709-1784)は当

時の文壇の中心的人物でした。当時の影響力はとても大きいものがありましたが，今回ご紹介する

Dictionary of the English Langu　age(1755)やThe Plays of William Shakespeare(1765)，The 

Lives of the  Poets(1779-81)などは時代を越え，後世にも大きな影響を与えています。『シェイク

スピア全集』のシェイクスピア批評史への貢献は著しく，特に解釈や歴史的考証，また個々の作品の

材源の指摘においてもジョンソン博士の果たした意義は大きいと考えられています。また，その序文

はすぐれたシェイクスピア批評となっています。『詩人伝』はイギリス詩人52名の評伝ですが，ロ

ンドンの書籍商が共同で計画した選集の序文として書かれたものです。最初は

English Poets: with Prefaces, biographical and critical, by S. Johnson (全68巻) の形で出版

されたのが，後に評伝だけ10巻を切り離して The Lives of the  Poets のタイトルで出版されまし

た。『詩人伝』では各詩人の性格と作品との関係に重きを置いており，結果としてそれぞれの詩人に

対し個人的好き嫌いが混じる形になっています。そして，このように客観的であるべきところに個人

的な意見を挟み込むという特徴は辞書の編纂においても見られます。

　サミュエル・ジョンソンはLichfieldの本屋の息子として生まれ，OxfordのPembroke Collegeに学

びましたが，貧困のため学位を得ないまま退学しました。1737年にロンドンに出ましたが華やかな後

年に比べ，若い頃は貧しさのため苦しい生活を強いられました。1747年に辞書発刊の計画を公にして

Chesterfield伯の後援を求めたのですが顧みられず，貧困と病苦とに耐え独力でこの大業を成し遂げ，

 8 年後の1755年に出版の日の目をみました。出版も間近くなって後援を申し出たChesterfield伯に激

怒し，拒絶の手紙を送ったエピソードは有名で，作家のパトロンからの独立を宣言した歴史的な文章

だと言われています。

　では，この辞書の中から二つの単語の「定義」をご紹介しましょう。

Lexicographer A writer of dictionaries; a harmless drudge, that busies himself in tracing 

the original, and detailing the signification of words. （辞書編纂者　辞書の作者。オリジナ

ルをたどり単語の意味を詳説する無害なこつこつ骨折り仕事をする人。）

Patron　One who countenances, supports or protects.  Commonly a wretch who supports with 

insolence and is paid with flattery.（パトロン　支持，援助し，保護する人。通常横柄な態度で

援助し，追従で報われる惨めな人。）

そして，その用例としてシェイクスピアの『じゃじゃ馬ならし』から「パトロン」がおべっかをもっ

て応えられている箇所を引用しているのが心憎いところです。この辞書は語句収集の範囲，語源の説

明などは十分ではないのですが，上の例が示すように独特な定義とその用例を示し，辞書の中にまで

ジョンソン自身の人間性がかいま見られるという特徴を持っています。

　今回，ジョーンズ先生がご寄贈くださったのは，このA Dictionary of the English Languageの初

版本をイギリスの The Folio Society が2006年にファクシミリ版で再現したものです。The Folio 

23

資 料 紹 介

A Dictionary of the English Language

A Dictionary of the English Language

A Dictionary of the English Language The Plays of William Shakespeare

The Works of the 

The

Lives of the Poets

English Poets: with Prefaces, biographical and critical, by S. Johnson

The Lives of the Poets

A Dictionary of the English Language

文学研究科助教　　宮下 弥生

No.127（2007.11）



No.127（2007.11）

24

Society は1947年に創設されて以来，世界の数多くの偉大な文学作品をそれにふさわしい装丁をもっ

て出版しています。この再現本は当時の 2 巻構成そのままに，カーフスキンの革張りにマーブル模様

という装丁となっており，千冊の限定出版，今回の寄贈本はそのうち手書きで674と書いてあります。

Folio（二つ折り本，印刷用の紙を二つ折りにして綴じた本で，大きさがほぼ決まっている）なので

当然大きく，分厚く重い，芸術品とも言うべきものです。

　現在，ジョーンズ先生は週に一度，有志を集め，シェイクスピアの作品を読み進める研究会を開い

てくださっています。その豊富な知識と深い理解はもとより，イギリス文化の具体的な例を交えての

お話は，日本にいながらイギリスを味わい，イギリスの目からシェイクスピアの理解を深めることが

できる貴重なものです。なかでも，俳優にもなりたかったとおっしゃる先生の魂のこもった演じ読み

はいつも圧巻です。この研究会がいつまでも続くことを祈りつつ，筆を置きたいと思います。

A Dictionary of the English Languageの表表紙及びタイトルページA Dictionary of the English Language



平成19年度特別図書購入費による購入資料

　特別図書購入費は，人文社会科学系の大学院における教育研究に必要な基本的図書資料を整備充実

することを目的とした経費です。文学・法学・経済学各研究科，教育学院，国際広報メディア・観光

学院，公共政策大学院に資料の選定をお願いした結果，今年度の購入資料が決定しましたのでお知ら

せします。ご協力まことにありがとうございました。これらの資料は，納品され，整理が済み次第，

順次，本館の書庫に配置します。

●朝日新聞外地版1935-1937＜全65巻＞（第 1 - 2 回配本：全 8 冊）（ゆまに書房）

　本資料は朝日新聞西部本社に保存されている『大阪朝日新聞』の外地地方版として，1935～45年に

台湾・朝鮮・満州・中国占領地で配布された紙面の復刻である。

　植民地での状況を知るためには，現地紙を利用するのが通例であったが，外地の日本人は大新聞の

外地版をとっていた。

　彼らがどのような記事を読み，どう伝えられていたかを知るのに不可欠な資料である。

●アメリカ合衆国対日政策文書集成第20期：ニクソン大統領文書（全10巻）(柏書房)

　本文書は，アメリカ公文書館所蔵の「ニクソン大統領文書」である。佐藤栄作首相，福田赳夫外相，

岸信介元首相との首脳会談記録から成る。

　沖縄返還や繊維摩擦や対中関係など重要な事項を含んでいる。

●伊藤博文文書＜秘書類纂朝鮮交渉( 1 - 2 )＞（第 1 - 2 回配本全16巻）(ゆまに書房）

　伊藤博文が残した，日本近代史研究にとって最も重要で貴重な歴史史料の一つである。

　明治30(1897)年頃，伊藤博文は手元に蓄積されていた膨大な文書史料を秘書に命じて類纂せしめん

とし，事項・事件ごとに分類整理され，和綴じの簿冊に纏めて127冊が出来あがった。そのうち126冊は，

昭和13年(1938)年に伊藤家から宮内省に寄贈され，のち宮内庁書陵部に引き継がれ現在に至っている。

　このたびの刊行物は伊藤家所蔵分 1 冊，宮内庁所蔵分126冊，計127冊を，順次影印復刻し改題を付

して刊行されるもので，その第 1 ・ 2 回分に当たる。

●教育基本法問題文献資料集成（第 2 期全10巻 別冊 1 ）（日本図書センター）

　本資料集成は，戦後から1980年までの教育基本法，また関連の諸問題についての単行本，雑誌論文，

議事録，判例からなる。領域別では，「教育基本法の学習」「愛国心教育をめぐる状況」「新学制の

実施」など10のテーマから選定。政府・文部省関係の文献ほか，教師やジャーナリストによる著作に

も重点をおいている。また，雑誌論文としては，プランゲ文庫に所蔵されている戦後初期の雑誌に掲

載された貴重な論文から，教育基本法を議論する上で欠かすことの出来ない基本論文まで幅広く収録

している。このほか，教育基本法に関する論点を多角的な視点から検証できるよう，関連の議事録，

判例を多数収録しているのも本資料集成の特徴である。
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●最尖端民衆娯楽映画文献資料集（第 1 回配本全8 巻）(ゆまに書房) 

　桑野桃華『探偵小説 ジゴマ』（明治45年 有倫堂）から田島太郎『検閲室の闇に呟く』（昭和13年 

大日本活動写真協会）までの明治・大正・昭和戦前期に刊行された日本映画に関する文献や資料。新

たに解説などを加え編集している。

●昭和10年全国商店街調査資料 (編集復刻版)（第 1 - 2 回配本: 1 - 8 巻 別巻）（不二出版）

　昭和10年に商工省（当時）が実施した「全国商店街調査資料」に基づいて，全国の商店街の様子を

克明に記録した資料。北は旭川から南は那覇，さらには旧満州や朝鮮半島を含む全96都市の主要商店

街について，位置図や街路幅員，商店街組織，営業状態，露天や夜店の状況などを記載している。統

計数値や地図のほか，写真も数多く掲載されている。戦前期の商店街の構造を知ることができるほぼ

唯一の資料として，きわめて貴重かつ必要不可欠といえる。

●初期「公安調査月報」復刻版（第1回配本:1952-1953年）(柏書房)

　本資料は，1952年 7 月に破防法公布と共に法務省外局として設置された公安調査庁の内部資料であ

る。左翼・右翼をあわせた国内各種運動勢力の動向を調査した貴重な記録である。

●資料集成　戦争と障害者（十五年戦争極秘資料集;補巻28）（第1期全7冊）（不二出版）

　精神障害で発症した兵士を収容した国府台陸軍病院の「病床日誌」をはじめ，障害者と戦争に関わ

る公文書や雑誌記事を採録したものである。

●性暴力問題資料集成＜全25巻・別冊1＞（第1-2回配本全7巻）（不二出版）

　連合軍占領下の買売春をめぐる政策文書や民間諸団体の出版物を編集･復刻した資料集。占領軍や

日本政府，民間団体の動向とともに，買売春の具体相を示す資料群である。

●中外商業新報（復刻版）（1899-1900年分:79-102巻 全24冊）（柏書房）

　『日本経済新聞』の前身で，1876年に創刊された『中外物価新報』が改題されたものである。『物

価新報』時代から，全国主要都市の「商況」，即ち物価および株価データとその解説，「海外商況」，

米相場の速報等の「電報」等，当時の新聞・出版業界の中で質量ともに他の追随を許さない経済情報

を掲載していたが，1942年『日本産業経済』と改題し，次いで1946年『日本経済新聞』と改題して現

在に至っている。本紙は既にマイクロフィルム版が（株）ニチマイより刊行されており（昭和期の一

部のみ文学研究科が所蔵），その復刻版である。

●中國年鑑1931-1939（復刻版）（1-3, 7巻）（ゆまに書房）

　上海で1931年から1939年にかけて，毎年度刊行（ただし，第二次上海事変期を除く）された「中國

年鑑」の復刻。二次資料ながら，上海からの定点観測を継続した年次報告で，満洲事変から太平洋戦

争の時期の戦争の詳細な記録から，中国の政治・経済・外交・社会・文化など，多方面におよぶ連続

的なデータを収録している点で学術研究上，高い史料的価値をもつ。

楡　　蔭（北大図書館報）
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●朝鮮王朝実録（普及版）< 1 ～48，総索引，高宗・純宗実録 1 - 4 >（全53巻）（国史編纂委員会）

　文書類をもとに作られた官撰の基本史料として，朝鮮史のみならず北東アジア史全般にかかわるも

のである。朝鮮（いわゆる李王朝，李氏朝鮮）初代太宗から哲宗に至るまでの25代472年間を編年体

で1,893巻に及ぶ（漢文体）。本影印本では，朝鮮総督府によって作成された高宗と純宗の実録を含め，

総索引も付す。原本はユネスコの世界記憶遺産に登録される程の重要な文化財，文献史料である。政

治・法制・外交・経済・軍事など様々な記事が満載であり，朝鮮史以外の研究者にとってもすこぶる

有用なものである。

●ドイツ民法関係復刻図書( 8 点)

　 ①Bucher, Karl F.（書名『債権法』）

　 ②Burchardi, Georg Christian.（書名『ローマ法教科書』）

　 ③Erxleben, Albrecht.（書名『ローマ法教科書』）

　 ④Froben, H.（書名『ローマ法学説研究』）

　 ⑤Pagenstecher, Ernst.（書名『ローマ法における所有権』）

　 ⑥Schilling, Friedrich Adolph.（書名『注釈ローマ法史』）

　 ⑦Thibaut, Anton Friedrich Justus.（書名『ローマ法論争史研究』）

　 ⑧Wening-Ingenheim, Johann Nepomuk.（書名『損害賠償論』）

　いずれもドイツ民法典（1896年公布，1900年施行）の母体をなすパンデクテン法学における代表的

著作であり，その学問的価値ゆえに，昨年（2006年）Keip社から復刻出版されたものである。いずれ

も著名な作品で，法学研究の基礎をなすものだが，古く，かつ，希少な著作であるため，残念ながら，

本学では所蔵しておらず，今回の限定復刻の企画は，図書館の充実を図る意味でも，逃すことのでき

ない機会である。ほとんどが19世紀前半（1850年代まで）の体系的著作であり，これらを受けて，

Windscheidのパンデクテンの体系書が執筆・完成され，それがドイツ民法典へとつらなっていったの

であり，歴史研究をするうえでも貴重な資料である。またたとえばWening-Ingenheimの損害賠償論は，

今日的な問題を考察するさいにも参照に値する古典的著作である。

●ヨーロッパ私法関係・ドイツ法律雑誌3誌

　 ①Zeitschrift fuer Wirtschaftsrecht (ZIP) 

　 ②Europaeische Zeitschrift fuer Wirtschaftsrecht (EuZW)

　 ③Zeitschrift fuer europaeisches Privatrecht (ZEuP)

　 3 つの雑誌とも，ヨーロッパ私法関係の，ドイツを代表する法律雑誌であり，ドイツ語だけでなく，

英語等の論文も掲載されている。まずZIPとEuZWは，いずれも標題こそ「経済法」に関する雑誌であ

ることになっているが，ヨーロッパで言う「経済法」とは，日本のように独禁法のみを指すのではな

く，民法，商法，民事訴訟法，倒産法といった民事法全般を含む概念であり，掲載されている論稿も

幅広い。またZEuPはその標題の示す通り，まさにヨーロッパ私法全般に関する雑誌で，ドイツだけで

なく，ヨーロッパで最も権威のある雑誌であり，引用頻度も極めて高い。そして，これらの雑誌が全

体として，ヨーロッパ法のフォーラムをなしており，民法典の改正等の事業についても，学界におけ

る主導的役割を担っている。また「経済法」に関する 2 誌は，彼の地の実務の動向を知るうえでも貴

重な資料である。
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● Chitty on Contracts, vol.1&2 (29th ed.)

   Benjamin's Sale of Goods (7th ed.)(Sweet & Maxwell)

　上記の 2 種（ 3 冊）の図書は，イギリス私法の最も権威ある体系書シリーズであるコモン・ロー・

ライブラリーに納められている巻である。

　前者Chitty on Contractsは上下 2 巻本であり，内容は多岐にわたる。第 1 巻では総論が展開され，

第 2 巻では各論が展開される。日本法でいうところの民法の分野だけではなく，商法の分野も含むも

のである。判例および学説の詳細な紹介はもとより，実務慣行等にも目を配るものである。

　後者Benjamin's Sale of Goodsは，売買法における基本書である。日本法でいうところの民商法に

またがり，売買法について詳述する。上記と同様，判例および学説が詳細に紹介される。また，国際

条約と国内法との関係，および，国際取引慣行の解説も詳細にわたる。

● Dictionnaire Des Peintres, Sculpteurs, Dessinateurs Et Graveurs（全14巻）　（Librairie Grund）

　全14巻，総ページ数は13,500におよぶ近代の芸術家（画家・彫刻家・素描家・版画家）のほぼ全て

を網羅した西洋美術史の基本書。17万人の芸術家が挙げられ，それぞれに関連する文献，展覧会カタ

ログについての記載などもあり，有益かつ必須の書である。

● The Language of Advertising(Major Themes in English Studies) (Routledge)

　広告言語研究を裏付ける基礎理論，広告言語とそれが生み出される社会的コンテクスト，マルチモ

ード・コミュニケーション及び事例研究，広報活動とブランドなどをテーマとする88の文献を集めた

論文集である。
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